













稿に手を入れたものである。ベトナムは日本同様漢字文化の受容により支配階層の文化教養を形成した国であるが、近代以降自国の表記は、 「国語（クオックグー） 」というアルファベットを独自に変形した表音文字に統一されており、一切の漢字を廃している。そのため、漢字漢文による自国の古典や、その背景である中国古典に対する理解が大変困難な状況に 。漢字文化研究を継承する機関としては、国立大学の中国学科 あるいは漢喃研究所などがあるが、今回の講演をおこなったハノイ社会人文科学大学もその一つである。　
近代以前の国家経営において中国文化が果たした役割の大きさは、日本もベトナムも同様である。ただ、近代以降の日本





て、初歩的な知識の提供を基本とし、おもに日本漢詩の定義付け 概論から始めて、その上で日本におけ 漢字文化の受容の一つの特質を、漢詩という表現形態をと して考えてみた。日本における漢文文化の受容 特質を明らかにすることは、漢字文化圏 各国における中国文化受容の特質を明らかにすることに繋がるはずだからである。　
以下、まず日本漢詩とは何なのかということを、日本における中国文化の受容の過程と特性から説明し、次に日本漢詩へ




















おける経世済民という政治・統治思想 す。統治者たる者の在り様や支配の原理を の古典籍から学んだのです。教養というのは、知識 として 文化的活動です。それは漢 を書いたり、詩を書いたりする技術と、文化芸術へ深い理解を示す態度として習得されました。　
このように日本人は、外来のものである中国文化を、日本的にアレンジし、自国のものとして吸収・咀嚼してき ので




















として、あるいは日本語教育 材料として対象とする研究があります。これらは、主に「和漢比較文学会」をはじめとして、 「日本思想史学会」や「全国漢文教育学会」などで成果 見られます。　
一方、中国学・中国文学の研究者 従来 の分野にはあまり注意を払ってきませんでした。それは、漢詩は中



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































であり、決して中国 歌の主流とはいえませんでした。また、一時的な傾向といえば、もう一つ初唐の詩歌の特徴として、南朝末期に流行 た歌行体、宮体詩・艶詩と呼ばれた抒情性の強い艶麗な詩体の継承があります。初唐の四傑、特に駱賓王・盧照鄰・劉希夷に代表されるこれらの七言歌行（ 「長安古意」 「代白頭吟」などの作品）は、主観 強さと濃厚な抒情性において、六朝から唐朝 至る詩の展開に大きな影響を与えたものでし 。し し がら こちらも「述懐」同様、中国詩歌の歴史の中では一時的なものであり 詩の正統にはなりえ せんでした。　
翻って日本の漢詩を見てみると、漢詩作成の黎明期である近江朝の詩は、このような初唐の詩歌の影響を極めて濃厚に受















































































































































































その一──詩と歌──」 （ 『万葉以前──上代びとの表現──』岩波書店一九八六年） 。
（
29）　
いわゆる「述懐」の詩は、 『文選』の詩のジャンルの中に「詠懐」という項目で分類され、そこには阮籍「詠懐」 ・謝恵連「秋懐」 ・欧
陽堅石「臨終詩」の三首を収める。詩というジャンルをさらに項目別に分類した一項目に「詠懐」があるということは、詩とは本来心のうちを詠うものではなかったことを意味する。
（
30）　
上代後期の詩文が初唐の影響を大きく受けているという指摘は、柿村重松『上代日本漢文学史』 （日本書院、昭和二二年）に見られる。
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